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主　　催　　市立大町山岳博物館　　信州大学 先鋭領域融合研究群 山岳科学研究所
会　　期　　平成 28 年 2月 13 日（土）～ 4月 10 日（日）
　　　　　　※ 休館日：2月 15 日（月）・22 日（月）・29 日（月）
　　　　　　　　　　　 3 月 7日（月）・14 日（月）・22 日（火）・28 日（月）・4月 4日（月）
開館時間　　午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30 分まで）
会　　場　　山岳博物館　特別展示室
入 場 料 　　大人 400 円　　高校生 300 円　　小・中学生 200 円
　　　　　　※ 常設展と共通、30 名様以上の団体は各 50 円割引
 イベント
　◆  講演会「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」
　　 平成 28 年 2月 13 日（土）午前 10 時 30 分 ～ 正午
　　 場　所：山岳博物館　講堂
　　 講　師：江田 慧子 氏
　　 参加費：無　料

　◆ 企画展ギャラリートーク
 　　平成 28 年 3月 20 日（日）１回目：午前 10 時 30 分～
  　　 　  　　 （各 40 分）   　  　 ２回目：午後２時～
　　 場　所：山岳博物館　特別展示室
　　 参加費：入館料が必要となります。
　　　　　　※ 大町市民の方は当日無料で入館できます。



第一章　信州のチョウのいま・むかし　・・・・・・・・・・・・　７
　　　１　チョウの分類と地理的分布
　　　２　長野県のチョウ・大町のチョウ
　　　３　少なくなったチョウ
　　　４　分布を広げるチョウ
　　コラム１ チョウの形態
　　コラム２ チョウのオスとメス

第二章　北アルプス山麓のチョウ　・・・・・・・・・・・・・・　12
　　　１　高山のチョウ
　　　２　高原のチョウ
　　　３　草原のチョウ
　　　４　里地・里山のチョウ
　　　 5　森の妖精ゼフィルス
第三章　チョウを守りましょう　・・・・・・・・・・・・・・・　22
　　　１　安曇野市のオオルリシジミ
　　　２　小谷村のギフチョウ・ヒメギフチョウ
　　コラム３ チョウの生活史・形態
　　コラム４ 一年の発生回数
　　　３　レッドリストのチョウ
　　コラム５ チョウとガのちがい

第四章　みんなで調べた大町のチョウ　・・・・・・・・・・・・　32

　　　１　山の子村での調査

昆虫関連の団体と施設　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　37

参考文献・謝辞　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　38

もくじ

凡　例

　１　本書は、市立大町山岳博物館において 2016 年（平成 28 年）2 月 13 日（土）
　　　から 4 月 10 日（日）まで開催する市立大町山岳博物館・信州大学山岳科学
　　　研究所連携企画展「北アルプス山麓の自然に蝶が舞う」の展示解説書である。
　２　展示監修は、江田 慧子（信州大学先鋭領域融合研究群山岳科学研究所 助教）
　　　が担当した。本書執筆は、江田 慧子および中村 寛志（信州大学地域戦略
　　　センター特任教授）が、編集は千葉 悟志（市立大町山岳博物館学芸員）が
　　　担当した。
　３　写真や図版等の図版に付した番号は、展示パネルや展示資料のキャプション
　　　プレートの番号と共通するが、必ずしも実際の展示順序を示すものではない。
　　　なお、撮影者・提供者等の明記がない写真や図表等の図版はすべて当館の
　　　撮影あるいは所蔵・作成または執筆者によるものである。
　４　資料名称は原則所蔵先の呼称によるが、一部統一を図るため変更した。
　５　会期中、企画展の内容については、展示替えを一部行う場合がある。
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ごあいさつ

　日本には、約 250 種以上のチョウがいるといわれていますが、そのうちの
約 150 種を長野県内でみることができ、この数は、都道府県別でみても多い数
なのだそうです。
　これは、信州が南北に長く、緯度・経度に大きな差をみることのほかに、
南は太平洋側気候の影響、北は日本海側気候の影響を受けるうえ、低標高地
から高標高地を有する標高差によっても多様な環境が生み出されていることは
容易に推測できるところです。そのなかでも、北アルプスとその山麓地域は
大町市を中心に、南は松本市から北は小谷村に至り、奥穂高岳の 3190m を
最高標高地とし、姫川の 170ｍを最低標高地とします。標高差はなんと 3000m
以上にもなり、まさに山岳県を象徴するエリアといえます。この間には、手つ
かずの自然もあれば、私たち人間が手を加え、維持してきた自然（二次林や
半自然草地など）、いわゆる里地里山の環境があり、多様な環境は、多くの生き
もののすみかや餌場となり、豊かな生物相が育まれてきたと考えられます。
　しかし、いまの時代においても果たして、生物相は豊かに育まれているの
でしょうか。私たちは何か大切なものを見落としているのかもしれません。
　この度の企画展では、チョウの眼をとおして、北アルプスとその山麓地域の
自然、そして人とのかかわりについて、いっしょに考えていただく機会といた
します。
　なお、当館は、平成 17 年 7 月に信州大学山岳科学総合研究所（当時）と
研究協力協定を締結し、おもに連携企画展の開催をとおして、最新の研究を
ご紹介してまいりました。この度は、みんなでつくる企画展をめざし、データ
収集にかかるチョウのモニタリング（「チョウの観察会」平成 27 年 6 月 28 日
（日）、7 月 12 日（日）、8 月 9 日（日）開催）を参加型で実施いたしました。
指導には、江田 慧子 氏（信州大学山岳科学研究所 助教）並びに中村 寛志 氏
（信州大学地域戦略センター 特任教授）があたられ、市内外の未就学児から
大人までの幅広い世代の方にご参加いただきました。その後のデータ収集は
秋まで 2 週間ごとに継続して実施いたしましたが、それには大町山岳博物館
友の会会員のみなさまを中心に、ご参加、ご協力いただきました。
　ご参加いただきました多くのみなさまのお力添えにより、成果を本展に反映
させることができ、ここに心より深く感謝申しあげますとともに、今後も引き
続き、当館の活動にご理解ご協力を賜りますようお願い申しあげ、あいさつと
いたします。

　　平成 28 年 2 月 13 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立大町山岳博物館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 館長　　鳥羽　章人



山岳文化都市宣言

山岳博物館の石垣に見るクロツバメシジミ





　チョウの仲間は、ガの仲間と同じ

鱗翅目（チョウ目）に属する昆虫の

グループです。世界に、約２万種が

知られ、日本には、250種以上がすむ

とされています。「フィールドガイド

日本の蝶（日本チョウ類保全協会編）」

には、263 種が紹介されています。

　日本のチョウの仲間は、アゲハチョ

ウ科、シロチョウ科、シジミチョウ科、タテハチョウ科、テングチョウ科、

ジャノメチョウ科、マダラチョウ科、セセリチョウ科に分類されていますが、

このごろの分類では、テングチョウ・ジャノメチョウ・マダラチョウの

仲間は、タテハチョウ科に含むようになりました。

　「海をわたる蝶（日浦　勇）」によれば、日本には、ベニヒカゲなどユー

ラシア大陸にすむ（生息）シベリア型とヒメギフチョウなどの日本海を取り

囲む地域に生息するアムール型といった北方系の２つと、イシガケチョウ

などの亜熱帯アジアに生息するマレー型とジャコウアゲハなどのヒマラヤ

から中国南部に生息するヒマラヤ型といった南方系の２つ、それに、ギフ

チョウなど日本固有の日本型の１つをあわせた５つの分布型のチョウが

生息するとしています。

　日本列島は、たくさんのチョウの仲間（チョウ相）を見ることのできる

生物地理学的に見て、きわめて重要な地域であるといえるのです。

えが
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　「信州の蝶（浜 栄一ほか著）」では、長野県で見られるチョウは、149種とさ

れ、2015年に改訂された長野県版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生

物を選んで紹介したもの）では、明らかな生息地がないキリシマミドリシジミ、

シルビアシジミ、ウラナミジャノメの３種を除く一方、生息が分かっている

ナガサキアゲハとムラサキツバメの２種を追加して、148種としています。

　いずれにしても、この数は、全国で１、２番を争う種類数です。上の表

に、生物地理的分布型から見た長野県のチョウ相を示しました。長野県に

は、高い山があるので、北方系のチョウの割合が高い一方、暖温帯や亜熱帯

の種も、ある程度の割合で生息しているのが分かります。

　じつは、長野県は、生物の垂直分布と水平分布の接点に位置することか

ら、生物多様性のホットスポット中のホットスポットといわれるほど、

多様性の高い地域なのです。

　大町市はどうでしょう？　1984 年に出版された大町市史第 1・2 巻には、

132種のチョウが記されています。この中には、チャマダラセセリやオオル

リシジミなど、今では、大町市に生息していない種や、アオスジアゲハやモ

ンキアゲハなど、たまたま成虫が飛んできたと考えられる種も含まれていま

す。しかし、それらを除いたとしても、大町市には、クモマツマキチョウな

どの高山チョウ、キベリタテハやクジャクチョウなどの高原のチョウ、

林にすむミドリシジミ類、草原にすむヒョウモンチョウ類など、長野県産

のチョウ類のほとんどを見ることができ、これは、いかに、大町市の自然

が豊かであるかを物語っているといえるでしょう。
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　燃料の主役が薪であったころに比べて、わたしたちの生活スタイルや

社会構造は大きく変わり、人間の活動の影響によって絶滅する生物の種が

急速に増えています。この生物多様性の減少をひき起こしているのは、上

の図に示した３つの危機と地球温暖化です。

　長野県でも、北アルプス山麓の里地・里山の自然環境は変わりました。

特に、人の手が入らなくなることで里山林や草原が荒れ、治水により安定

した河畔林は、薄暗く込み合った林ができるようになり、チョウたちがすみ

づらくなってしまったのです。
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  人間活動による
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日本の生物多様性の危機

地球温暖化による危機　    地球平均気温が 1.5 ～ 2.5℃上がる
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2

　チョウのオスとメスは、腹部の先にある交尾器という器官のちがいで見分け

ますが、シジミチョウの仲間などは、小さくてなかなか見分けがつきません。

しかし、翅の色で簡単に区別することのできる種もいます。メスグロヒョウモ

ンなどは、よい例で、ちがう種かと見間ちがうほどです。

　チョウを捕まえて、図鑑で翅の色や模様のちがいを調べてオスとメスを区別

してみましょう。

　チョウは、4枚の翅と 6本の脚をもっていて、口（口吻）は蜜を吸うために

ストロー状になっています。

【 メスグロヒョウモン のメス（上）とオス（下） 】

 　 食草は、スミレ類。
【 ヒメシジミのメス（左）とオス（右） 】

　 食草は、ヨモギほか、多くの植物を

　　　　食べる。留意種。
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　今、急速に進みつつある地球温暖化の現象によって、亜熱帯・暖帯性の

チョウ類がそのすみ処（分布）を北方に広げている現象が注目を集めていま

す。長野県においても、昔は、見られなかったナガサキアゲハやツマグロ

ヒョウモン、クロコノマチョウ、ムラサキツバメ、ムラサキシジミなどの

南方系のチョウが分布を北へと広げています。

　特に、ツマグロヒョウモンは、北信にまで分布を広げ、南信地方では、

ナガサキアゲハとクロコノマチョウが天竜川に沿って北上し、その分布を

広げています。

10 信州のチョウのいま・むかし第１章

4
きゅうそく すす ちきゅうおんだんか

か ぶんぷるい

げんしょう あねったい だんたいせい

げんしょうほっぽう

とく なんしんちほう

そてんりゅうがわ

ほくしん

なんぽうけい



長野県天然記念物に指定されている 10 種の高山チョウの生息地域とレッドリスト・カテゴリー

　

　本州では、標高 2500 ｍ以上の山岳地帯にすむのは、タカネヒカゲの１種

のみで、クモマツマキチョウにいたっては、標高 300 m くらいの低い山

（長野県境に近い姫川の平岩付近）にも発生することから、厳密には高山

チョウと呼べないでしょう。

　ところが、どのチョウを高山チョウとするのかという考え（定義）は、

研究者によってちがっていて、また、本州と北海道でも分け方が異なります。

　そこで、本書では、田淵行男が名著「高山蝶」で紹介され、かつ、長野県

が昭和 50年に天然記念物に指定した 10種を高山チョウと呼ぶことにします。

　上の表では、北アルプスには、昔、10 種とも生息していたことが分かり

ますが、今は、上高地の小梨平に多産していたミヤマシロチョウは絶滅して

しまい、それ以外の地域でも昔と今とでは、生息状況がちがってきているこ

とが分かります。長野県版のレッドリストにおいて、ミヤマシロチョウと

タカネヒカゲ八ヶ岳亜種は、絶滅危惧 IB 類（EN）のカテゴリーにあり、

絶滅の危険が高いとされています。
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※ このページの標本は、信州大学 所蔵



　信州には、志賀高原や霧ヶ峰高原などの標高 1000ｍから 2000ｍの美し

い高地が数多くあります。ここには、マツムシソウやヒヨドリバナなどが

咲き乱れる草原とミズナラなどを主とする林があり、数多くのチョウ類が

生息しています。

　タテハチョウ科では、ヒョウモンチョウ、ウラギンスジヒョウモン、ギン

ボシヒョウモンなどのヒョウモンチョウ類をはじめ、クジャクチョウ、キベ

リタテハ、エルタテハなどの北方系の種が生息しています。また、山道など

では、ミヤマカラスアゲハやヤマキチョウなどが集団で吸水しているのを

見かけることがあります。草原のススキなどには、イネ科植物を食草にして

いるギンイチモンジセセリやホシチャバネセセリなどのセセリチョウ科、

ササ類を食草とするヒメキマダラヒカゲなどのジャノメチョウ科や、シジ

ミチョウ科の種も多く見ることができます。信州の高原は、まさしくチョウ

の宝庫といえるでしょう。

14 北アルプス山麓のチョウ第２章
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samurai

geisha



　多くの種のチョウが格好の生息地としている草原は、昔から、人が採草

地や放牧地として利用・管理してきた場所で、半自然草原と呼ばれています。

　信州には、平安時代から朝廷に献上する馬を育てる牧がたくさんあり、

高原には規模の大きな草原が残されています。また、里地の農地周辺や

河川の堤防にも、牛馬のえさや田畑の肥料にするための小規模な草地が

管理されてきました。

　今では、高原にあった大規模な草原は放牧がされなくなり、面積が減っ

たり、森林化したりしています。また、里地の草地では、外来植物が生い

茂り、昔の植生（緑）が失われつつあります。

　そのため、チョウに限らず、草原に生息する昆虫類は、今、最も絶滅の

危機にさらされているといわれています。

16 北アルプス山麓のチョウ第２章
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　早春、雑木林にはギフチョウが、田畑の畔には、ツマキチョウが舞いは

じめ、初夏には、コミスジやアカシジミが姿を現し、クヌギには、オオム

ラサキが訪れて蜜を吸い、秋の草地には、ミドリヒョウモンが飛び交います。

信州の里地・里山では、このように、季節の折々で多様なチョウに出会う

ことができるのです。さらに、市街地からちょっと外れた農地や河原に出か

けると、身近なチョウを観察することができるでしょう。

18 北アルプス山麓のチョウ第２章

4

おとず

ま

か

しがいち のうち かわら

おりおり たよう

ぞうきばやし たはた あぜ

すがた あらわ

みつ す



19北アルプス山麓のチョウ第２章



　落葉広葉樹の森には、エメラルドやサファイア色をした小さな宝石のよ

うなシジミチョウが生息しています。この樹上性のシジミチョウの仲間は、

ギリシャ神話にある西風の神にちなんで、「ゼフィルス」と呼ばれています。

　幼虫は、ブナ科植物を食べ、成虫は、年に 1回、６月から 9月に発生し、

卵で越冬します。

　高原のカシワやミズナラ、ブナの森には、アイノミドリシジミ、フジミリ

シジミ、ハヤシミドリシジミ、ジョウザンミドリシジミ、ウスイロオナガシ

ジミ、ウラキンシジミなどが生息し、里山のクヌギやコナラ、サクラなどの

雑木林には、ウラナミアカシジミ、ミズイロオナガシジミ、メスアカミドリ

シジミ、オオミドリシジミ、クロミドリシジミなどが生息しています。

20 北アルプス山麓のチョウ第２章
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１）オオルリシジミってどんなチョウ？

　オオルリシジミ（学名：Shijimiaeoides divinus）の成虫は、きれいな瑠璃

色の翅をもち、大きさは３cm から４cm と、シジミチョウ科の中では、

比較的、大きなチョウです。

　昔は、東北、関東、中部、九州地方に分布していましたが、各地で急激

に減ってしまい、今は、国内では、長野県の安曇野市・東御市・飯山市の

３ヶ所と九州の阿蘇地域にしか生息していません。

　オオルリシジミは、中国・朝鮮半島・ロシアにも生息していますが、

海外に生息しているものを含めて、すべての生息場所で個体数が減っている

とされ、オオルリシジミは、世界的な絶滅危惧種であるといえます。

オオルリシジミの日本における分布

　  熊本・大分

（九重・阿蘇山系）

青森・岩手・秋田● 昔、生息が確認された地域

● 今、生息が確認されている地域

　   長野・新潟・群馬

（長野県を中心にごく一部）

福島

チョウを守りましょう第３章
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２）オオルリシジミってどんな生活をしているの？

　オオルリシジミの成虫は、５月から６月にかけて、年に１回だけ発生し

ます。メスには、瑠璃色の翅の表に黒い斑紋があり、オスにはありません。

　メスの成虫は、交尾をして、クララ（学名：Sophara flavescens）という植

物のつぼみに産卵します。卵の期間は約７日から 10 日で、ふ化した幼虫は、

クララのつぼみと花のみを食べて成長し、大きくなると、体から蜜を出し

ます。その蜜を舐めにアリが寄ってくるので、天敵が幼虫を襲いづらくな

ります。このような関係を共生関係といいます。幼虫期間は約１ヶ月で、

十分にクララを食べると紫色に変色し、クララを降りて土の中で蛹となり

ます。オオルリシジミは、７月から翌年５月までずっと蛹で過ごし、寒い

冬の間も蛹の姿で乗り越えます。

３）オオルリシジミを守るためには
　野生の動植物を守るためには野外で行う「生息域内保全」と生息地の外

で行う「生息域外保全」を両立させることで、絶滅の危険（リスク）を抑え

ることができます。

　環境省では、両者を総合的に取り組み、保全を成功させることを推進して

います。長野県のオオルリシジミは安曇野市・東御市・飯山市の３ヶ所に

生息していて、各地で保護活動の取り組みがなされています。

オオルリシジミの一生
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４）オオルリシジミの研究最前線

　信州大学の研究により、安曇野市のオオルリシジミが回復しないのは、

オオルリシジミの卵にメアカタマゴバチという寄生蜂が卵を産みつける

（寄生）ためであることが分かりました。寄生率は、じつに 60％以上で、

正常な東御市と比べると、寄生率が高いことが分かったのです。

　では、どのようにしたら寄生は抑えることができるのでしょうか？

そのヒントは野焼きでした。わたしたちは、次のように仮説を立てました。

「春先に野焼きを行うと、他の鱗翅目の卵に寄生しているメアカタマゴバチ

は焼けるが、オオルリシジミは、蛹の時期に土の中やクララの根元にいる

ので、焼けないのではないか。」そこで、野焼き効果実験を行なったところ、

野焼き区の寄生率が下がることが分かりました。

　野焼きを続けた結果、安曇野市のオオルリシジミは見事に回復したのです。

■ ふ化
■ 未ふ化
■ 寄生

安曇野市…野焼きナシ 東御市…野焼きアリ

■ ふ化
■ 未ふ化
■ 寄生

あづみのし とうみし

あづみのし かいふく

きせいばち う

りつとうみしせいじょう くら

おさ

のや

りんしもく
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かせつ

こうかじっけん
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１）ギフチョウってどんなチョウ？

　ギフチョウ属は、鱗翅目アゲハチョウ科に分類され、日本の里山を代表す

る有名なチョウです。しかし、ギフチョウとヒメギフチョウは、生息地が

開発されたり、里山の管理をしなくなったりしたことで、数が少なくなって

しまいました。両種は、とても似ていますが、すむ場所や幼虫が食べる植物

がちがいます。

　ところが、小谷村（長野県）は、両種が一緒に暮らしていて、そのような

場所は日本の中でも数が少なく、とても珍しいことです。

１年間の生活史（小谷編）

ギフチョウ ヒメギフチョウ

ぞく りんしもく か ぶんるい

かいはつ

りょうしゅ ようちゅう

おたりむら く

めずら

に

小谷村

かんり

せいそくち

ちゅうじゅん げじゅん ちゅうじゅん げじゅん

ほんしゅうとくさん ほんしゅう

へん

いっしょ

　赤線は、ルードルフィア・ラインと
呼ばれ、これより、東にはヒメギフチョ
ウが分布し、西にはギフチョウが分布し
ています。　　　は、両種が混生してい
るところです。

2

出典：『学研学習科学図鑑昆虫 1』より改変

よ

ぶんぷ

りょうしゅ こんせい

ヒメギフチョウ

ギフチョウ
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２）調査と保全をすすめるためには

　信州大学では、混成地の１つ、小谷村大網地区を中心に調査を行なって

いて、生息地の森林化や背丈の低い草木（下層植生）が生い茂ることで、

食草であるウスバサイシンの好む生育環境が失われつつあることをつきと

めました。また、隣り合う県や市町村では、ヒメギフチョウとギフチョウ

の捕獲を禁止する条例で保護していますが、小谷村では、そのような規制

がありませんでした。

　このため、調査期間中に、何人かの県外からの採集者にも出会いました。

小谷村は、今、両種を村の天然記念物に指定し、捕獲を規制するとともに、

学校での環境教育や地域への講演会などを通じて村内の人々に、生息地の

整備や管理・パトロールなどの保全手法の知識を広め、両種の保全を進め

ようとしています。

平成 26 年に確認できたギフチョウとヒメギフチョウ成虫の個体数

おたりむらこんせいち おあみちく
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かんきょう

ほぜん ちしき

じょうれい



3

4

　チョウの一生は、卵－幼虫（イモムシ）－蛹－成虫（チョウ）と体のつくりを

変化させて親（成虫）になります。これを完全変態といいます。トンボやバッタ

の仲間では、蛹の段階がなく、幼虫からすぐに成虫になります（不完全変態）。

　下の図は、ミヤマシジミの一生を示したものです。卵からかえった（ふ化）

幼虫を１齢幼虫といいます。ミヤマシジミは、３回、皮を脱いで（脱皮）４齢

幼虫になり、次の脱皮で蛹になります（蛹化）。幼虫の齢数は、チョウの種に

よって異なります。

　春の女神といわれるギフチョウやヒメギフチョウは、４月から５月に成虫が発生し、

すぐに産卵します。ふ化した幼虫は、約１ヶ月で蛹となり、あとは、翌年の春までずっと

蛹のままで過ごします。成虫は、年に１回、春にしかみられません。

　ところが、モンシロチョウは、長野県では１年に数回、成虫が発生し、春から秋まで

見られます。このように、チョウは種によって、１年に成虫が発生する回数が異なります。

▼

▼

▼
▼

▼

【チョウの生活史（ミヤマシジミ）】

　絶滅危惧Ⅱ類。食草は、コマツナギ。

【ヒメギフチョウ】

準絶滅危惧種。年に 1回、

春にしかみられない。

　　　食草は、ウスバサイシン。

【サカハチチョウ】

左が春型、右が夏型。

同じチョウでも発生する季節で翅の模様が大きく

異なっている。
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１）長野県版レッドリスト（無脊椎動物） 2015

　レッドリストとは、絶滅のおそれのある野生動植物種（長野県版では植物

群落を含む）の目録（リスト）です。

　 詳しくいうと、『特定の地域に生息または生育する野生動植物について、

「絶滅の危険性の高さの観点」から個々の種を危険性の段階別に評価・選定

し、絶滅のおそれのある種として目録（リスト）にまとめたもの』をいい

ます（長野県ホームページ より）。

　リストは、環境省のものと、地方自治体のものがあります。これらのリス

トは、数年で見直し（改訂）されますが、載せられる種（掲載種）が増えて

います。

　次のページの表は、国と長野県のチョウがどのカテゴリーにあるのかを

示したものです。前回比は、2004 年の長野県版レッドリストの掲載種と

2015 年の掲載種を比べたものです。上向きの矢印（↑）は、危険度が上

がったことを意味し、下向きの矢印（↓）は、危険度が下がったことを意味

しています。下の表を一緒に見るとわかりやすいでしょう。

　長野県では、このリストに、高山チョウと草原性のチョウが多く掲載され

ていることが分かります。

　このカテゴリーでは、絶滅の危険性の高いもの
から絶滅危惧 IA 類 (CR)、絶滅危惧 IB 類 (EN)、
絶滅危惧 II 類 (VU)、準絶滅危惧 (NT) の順となっ
ています。長野県では、このうち、絶滅危惧
IA 類 (CR)、絶滅危惧 IB 類 (EN)、絶滅危惧 II 類
(VU)、準絶滅危惧 (NT) を「長野県において絶滅の
おそれのある種」としています。
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　　　EX
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長野県の 2015 年版レッドリストに掲載されているチョウ類と環境省版のカテゴリー
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5

　チョウとガは同じ鱗翅目（チョウ目）ですが、色々なちがいがあるといわれ

ています。

　①　チョウは昼間に飛び、ガは夜に飛ぶ。

　②　チョウは美しいが、ガは薄汚い。

　③　チョウは翅を閉じて止まり、ガは開いて止まる。

　④　チョウの体は細いが、ガは太くて毛に覆われている。

　⑤　チョウの触覚は棒状だが、ガは羽状など様々である。　

　下の写真を見てみましょう。 ①から④は、例外もありますが、チョウの触覚

は、棒状で先が少し膨らんでいることが分かります。一方、ガの触覚には、

羽状、櫛歯状、ひも状など、いろいろな形があるものの、チョウのような棒状

の触覚はありません。チョウとガは、触覚を比べることで、例外なく見分ける

ことができるのです。

【 キンモンガ】

昼間に活動する。

【イカリンモンガ】

翅を閉じて止まり、毛に

覆われていないガ。昼間

に飛ぶので、よくチョウ

にまちがわれる。

【 ベニモンマダラ】

翅に見られる朱色の斑紋が

とてもきれいなガ。

チョウかな？　ガかな？

コムラサキの触覚は棒状 ヒメヤママユ触覚は櫛歯状

りんしもく もく

はね
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うすぎたな

しょっかく ぼうじょう うじょう

ふく

くしばじょう

くら
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　山岳博物館と大町山岳博物館友の会は、2015 年 6 月 28 日から 10 月

18 日まで、約２週間おきに、山岳博物館の近くにある山の子村（旧 東山

低山帯野外博物館）の山道や草原で、どのようなチョウが観察できるのか

調査をしました。調査には、大町山岳博物館友の会の会員を中心に、チョウ

の観察会に参加していただいたみなさんとも行いました。結果は、次の

ページの表に示したように、34 種、212 個体ものチョウを確認することが

できました。

山の子村での採集

観察会（３回）のまとめ

採集したチョウの結果報告

標本づくり
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山の子村で確認したチョウ類



　　　

１）科別割合を比べる

　上の図を見てみましょう。大町市の山の子村周辺のチョウ類群集は、長

野県産チョウ類の割合と比べてみると、シロチョウ科やタテハチョウ科が

高く、シジミチョウ科やジャノメチョウ科、セセリチョウ科は逆に長野県

よりも低いことが分かります。

　これは、シロチョウ科やタテハチョウ科は、目撃されやすいのに対して、

シジミチョウ科やジャノメチョウ科、セセリチョウ科は、なかなか見つけ

ることができなかったと考えられます。数年かけて、観察してみると、もう

少し種数が増えるかもしれません。

２）生息区分別を比べる

　次に、下の図を見てみましょう。調査した地域のチョウ類群集を長野県

産チョウ類の割合と比べてみると、高原は少なく、河畔・郊外性のチョウと

市街地のチョウが多いという結果になりました。

　これは、山の子村の環境を示しているといえます。一方で、北アルプス

には、高山チョウや高原性のチョウも多く生息しているので、大町市のチョ

ウ全体は、長野県の特徴を反映しているといえるでしょう。
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【大町市（山の子村周辺）】 【長野県】

【大町市（山の子村周辺）】 【長野県】



３）季節の移り変わり

　１年間の個体数と種数の季節変動の図を上に示しました。すると、７月

と９月の２回に分けてピークがあることが分かりました。これは、典型的

なチョウの発生パターンの特徴です。

　一般に８月は、チョウの数が多いと思われがちですが、チョウたちも

暑いとお休みします。それを夏眠といいます。夏眠が終わると、秋にチョ

ウの種類と個体数が増えます。

1 年間の個体数と種数の季節変動
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☆ 伊那谷自然友の会
　〒395-0034 飯田市追手町 2-655 飯田市美術博物館内　URL:http://inadanishizen.grupo.jp/
☆からこるむノ会
　〒380-0921 長野市栗田 1005 大成コートワンビル 201 設計室Q内
☆信州昆虫学会
　〒380-8544 長野市西長野 6- ロ 信州大学教育学部別府桂研究室内
☆日本昆虫学会
　〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19　URL:http://www.entsoc.jp/
☆日本環境動物昆虫学会
　〒550－0005　大阪市西区西本町 1－11－1本町セントラルハイツ 407　URL:http://kandoukon.org/
☆松本むしの会
　〒 3998304 安曇野市穂高柏原 1566-1　URL:http:llwww.matumushi.org/

☆飯田市美術博物館　☎ 0265-22-8118 
　〒395-0034 飯田市追手町 2-655-7   URL:http://www.iida-museum.org/
☆市立大町山岳博物館　☎ 0261-22-0211  
　〒 398-0002 大町市大字大町 8056-1  URL:http://www.omachi-sanpaku.com
☆岡谷蚕糸博物館　☎ 0266-22-5854  
　〒 394-0028 岡谷市本町 4-1-39  URL:http://silkfact.jp/
☆国営アルプスあづみの公園  
　（堀金・穂高地区）　〒 399-8295 安曇野市堀金烏川 33-4   ☎ 0263-71-5511
　（大町・松川地区）　〒 398-0004 大町市常盤 7791-4　☎ 0261-21-1212
　URL:http://www.azumino-koen.jp/
☆塩尻市立蝶の博物館　 ☎ 0263-51-5611
　〒 399-0712 塩尻市大字塩尻町 1090 小坂田公園内 
☆信州大学教育学部附属志賀自然教育研究施設　☎ 0269-34-2607
　〒 381-0400 山ノ内町志賀高原長池　URL:http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/education/shiga/
☆世界昆虫館　☎ 0266-44-2615
　〒 399-0425 上辰野町樋口 409-1（荒神山公園内）  
☆田淵行男記念館　 ☎ 0263-72-9964
　〒 399-8201 安曇野市豊科南穂高 5078-2　URL:http://azumino-bunka.com/facility/tabuchi-museum/
☆茅野市八ヶ岳総合博物館　☎ 0266-73-0300
　〒 391-0213 茅野市豊平 6983  URL:http://www.city.chino.lg.jp/www/contents/1000001544000/
☆蝶の民族館　☎ 026-248-5164
　〒382-0086 須坂市大字須坂本上町 36  
☆安曇野市天蚕センター　☎ 0263-83-3835
　〒 399-8301 安曇野市穂高有明 3618-4　http://azumino.tensan.jp/center/center.html
☆松本山と自然博物館　☎ 0263-71-5512
　〒 399-0866 松本市蟻ヶ崎 2455-1 アルプス公園内  

団　体

施　設

昆虫関連の団体と施設








